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９月６日（木）本格的な台風シーズンを前に堤防の損傷や護岸、樋門などの異常を徒歩により

 点検しました。

今回の一斉点検は、梅雨期前（４月12日）に続いて今年度２回目となる点検で、宍道湖西岸か

 ら斐伊川上流までの区間を平田出張所及び出雲河川事務所の職員と緊急時対応員（維持工事業

 者）の総勢４１人（１０班）で実施しました。

点検の結果、堤防法面や護岸等に破損が認められた箇所は約160件ありました。うち速やかに

 補修が必要な１箇所については、早急に補修を行うこととしました。その他の箇所については経

 年変化等を確認しながら適宜補修等を行っていくこととします。

ブロック張護岸の確認状況

今年は斐伊川流域で甚大な被害をもたらした昭和47年7月豪雨水害から40年になります。

 地域の安全・安心を確保するため、河川整備とともに堤防等の維持管理に努めています。

ｲﾉｼｼによる掘り返しと思われる堤防法面の損傷堤防法尻の確認状況
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